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Response to Chemotherapy in a Rat Liver Tumor Model  

 

ラット肝腫瘍モデルにおける化学療法の早期効果判定に有用なダイナミック造影超音

波のパラメータについて 
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Marugami, Toshiko Hirai, Kimihiko Kichikawa 
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論文審査の要旨 

 

大腸癌肝転移に対する薬物療法の治療効果判定には一般に画像評価が用いられるが，実

際の腫瘍組織変化と画像の相関性は不明である．本研究ではラット大腸癌肝転移モデル

を用いて，ダイナミック造影超音波(DCE-US)による各種パラメータと治療効果を検討し，

効果判定の可能性が検討された．肝腫瘍を確立したラット（n=14）に化学療法剤イリノ

テカンを投与し，対照群（n= 6)と DCE-US での時間強度曲線の 4 つのパラメータである

ピーク強度（PI），k 値，傾き（PI×k），ピークまでの時間（TTP）が評価された．その

結果，PI，k 値，PI×k，TTP は腫瘍増大と有意な相関が認められた．また，治療奏効例 

(n=6)の k 値の平均変化率は，非奏効例(n=8)に比べ有意に低かった．以上から，DCE-US

による各パラメータの測定は，癌治療において薬物治療効果判定に有用である． 

公聴会では接種腫瘍の種類や動物モデルによる違い，治療薬による相違の可能性，CT，

MRI など他の画像診断法との違い，ソナゾイドの特徴，今後の臨床応用，将来展望等に

ついて，質問が為されたが、いずれも的確な考察のもとに適切に回答され、学位研究の

成果が認められた． 

以上より，本研究は博士（医学）の学位に値すると評価できる． 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに画像診断・低侵襲治療学 の進

歩に寄与するところが大きいと認める。 
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